
見どころ土木遺産
土木学会選奨土木遺産の見どころを紹介

鉄
道
橋
か
ら
道
路
橋
へ
の
転
用

　

浜
中
津
橋
は
、1
9
3
5（
昭
和
10
）
年

に
架
け
ら
れ
た
長
さ
約
23
m
弱
の
道
路
橋

で
あ
る
。そ
の
桁
部
分
は
、海
外
か
ら
輸
入

し
た
鉄
道
用
桁
を
転
用
し
た
も
の
で
、日
本

の
鉄
道
技
術
の
黎
明
期
を
語
る
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
土
木
遺
産
で
あ

る
。

　

わ
が
国
の
鉄
道
は
、
当
時
の
お
雇
い

外
国
人
技
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

1
8
7
2（
明
治
5
）
年
に
新
橋
─
横
浜

間
で
開
業
し
た
が
、
最
初
の
鉄
道
用
鉄
橋

は
、1
8
7
4（
明
治
7
）
年
の
大
阪
─
神

戸
間
に
架
け
ら
れ
た
武
庫
川
橋
梁
、
下
神

崎
川
橋
梁
、
下
十
三
川
橋
梁
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
鉄
橋
に
計
39
連
の
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ

ス
桁
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
下
十
三

川
橋
梁
は
、1
8
9
6（
明
治
29
）
年
に
、

単
線
時
の
断
面
2
本
の
主
桁
に
1
本
の

側
桁
を
追
加
し
て
複
線
化
さ
れ
た
が
、
川

幅
が
狭
く
蛇
行
し
て
い
た
淀
川
下
流
部
を

改
修
す
る「
淀
川
改
良
工
事
」
に
よ
っ
て
、

1
9
0
0（
明
治
33
）
年
頃
に
撤
去
さ
れ

た
。
そ
の
桁
の
一
部
は
大
阪
市
に
払
い
下

げ
ら
れ
、1
9
0
9（
明
治
42
）
年
開
通

の
新
淀
川
に
架
け
ら
れ
た
旧
長
柄
橋
や
新

淀
川
沿
い
の
長
柄
運
河
に
架
け
ら
れ
た
旧

十
三
小
橋
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

1
9
2
5（
大
正
14
）
年
に
な
る
と
、
新

淀
川
の
両
岸
一
帯
が
市
区
域
に
編
入
さ

れ
、
旧
十
三
小
橋
を
通
る
能
勢
街
道
が
、

1
9
2
6（
昭
和
元
）年
の
大
阪
府
都
市
計

画
事
業「
十
大
放
射
路
線
」の
一
路
線
で
あ

る「
大
阪
池
田
線
」
に
選
定
さ
れ
、
十
三
小

橋
は
大
橋
と
と
も
に
架
け
替
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。旧
橋
の
上
流
側
に
新
し
い
橋

が
併
設
さ
れ
た
後
、旧
大
橋
は
撤
去
さ
れ
た

が
、ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
桁
を
使
っ
た
旧
小
橋

は
、新
し
い
幹
線
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た

め
の
付
け
替
え
道
路
橋
と
し
て
、
橋
台
を

取
り
替
え
、
桁
を
改
造
し
、
名
前
を「
浜
中

津
橋
」に
改
め
て
、再
転
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

左
右
異
な
る
タ
イ
プ
の
桁

　

使
用
さ
れ
た
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
桁
は
、長

さ
70 

ft（
約
21
・
5 

m
）で
、材
質
は
錬
鉄
、

英D
arlington Iron

社
製
造
の
輸
入
品
で

あ
る
。
複
線
化
時
に
追
加
さ
れ
た
側
桁
は
、

錬
鉄
材
を
英
国
か
ら
輸
入
し
、Charles.

A
.W

.Pow
nall

が
設
計
し
、
官
営
鉄
道
神

戸
工
場
で
製
作
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

浜
中
津
橋
に
用
い
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
桁

は
、部
材
の
厚
い
下
流
側
が
複
線
化
時
の
中

央
桁
、上
流
側
が
複
線
化
時
に
追
加
さ
れ
た

側
桁
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、道
路
橋

に
転
用
し
た
際
に
、橋
長
を
延
ば
す
た
め
の

桁
端
部
へ
の
継
足
、上
下
弦
材
の
補
強
な
ど

117

浜
中
津
橋

─
わ
が
国
最
初
の
鉄
道
用
桁
が
転
用
さ
れ
た
現
存
す
る
道
路
橋
─
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下流側からみた浜
中津橋。十三小橋
から転用された際
にれんが製橋台か
らコンクリート橋台
に変更し橋を改造
して延長した様子
がわかる
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日に車両5500台、自転車8000台、歩行者6000人の通行を支えた
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Admiration of Civil Engineering heritages by JSCE

の
改
造
が
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、ト
ラ
ス
部

分
に
つ
い
て
は
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
。

近
代
の
淀
川
の
変
遷
を

経
験
し
た
桁

　

本
橋
に
用
い
ら
れ
た
桁
が
、わ
が
国
最
初

の
鉄
道
用
鉄
桁
で
あ
る
と
判
明
し
た
の
は

昭
和
の
終
わ
り
頃
の
こ
と
で
、鉄
道

研
究
家
が
一
枚
の
写
真
の
背
景
に
浜

中
津
橋
の
ト
ラ
ス
を
見
つ
け
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
。橋
の
転
用
の
際
に

三
角
形
の
継
足
が
施
さ
れ
て
い
る
た

め
、一
見
す
る
と
別
の
桁
の
よ
う
に

見
え
る
が
、桁
端
部
の
垂
直
材
が
特

徴
の
一
つ
で
あ
る（
長
柄
橋
の
写
真
参
照
）。

　

桁
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
お
よ
そ
1
4
0

年
、橋
が
転
用
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
80
年
が

経
ち
、時
代
は
当
時
と
す
っ
か
り
変
わ
り
運

河
も
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、今
も

淀
川
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
機
能
を

変
わ
ら
ず
果
た
し
て
い
る
。今
と
な
っ
て
は

近
代
以
降
の
淀
川
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を

知
る
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、そ
の
激
動
の
時

代
を
鉄
と
い
う
新
た
な
材
料
で
支
え
て
き

た
こ
と
は
、ま
さ
に
永
久
橋
と
呼
ば
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
も
あ
り
、今
後
も
大
切

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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大阪府・大阪市

諸元
所在地 大阪市北区
竣工年 1935（昭和10）年
形式 ワーレントラス
橋長 22.434m
幅員 4.5m
材料 錬鉄

わが国最初の鉄道橋に用いられた主桁。上流側よりも斜材断面が大きい

橋長を延ばすために追加された継足部 トラス上弦材の様子。斜材を留めるボルトとリベットが規則
正しく並んでいる

「旧十三小橋一般図」（出典：濱中津
橋改築工事書類）

本橋と同じように鉄道用ワーレントラス
桁を道路橋に転用した1909（明治42）
年5月完成の長柄橋（出典「大阪の橋」、
原典は「西成郡史」）

本橋と同タイプの桁が用いられた武庫川
橋梁の設計図（出典：「土木学会誌」）
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